
カーブミラーの特性について 

 

カーブミラーには次のような性質があるため、カーブミラーを設置すること

で、歩行者や自転車にとっては、かえって危険となる場合があります。 

 

⑴ カーブミラーで見えない部分（死角）があり、死角から出てくる自転

車や歩行者の発見が遅れる。（下図参照） 

 

⑵ 接近している車がいないことを遠方から確認できるため、スピードを

上げての通過や一時停止違反を招きやすい。 

 

⑶ カーブミラーに映る車は実際よりも小さく見え、遠くに感じやすいた

め、速度感・距離感がつかみづらい。 

 

⑷ カーブミラーには左右が反転して映るため、手前と奥が逆に見え混

乱を招きやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：カーブミラーで見えない部分（死角） 
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